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思 い や り の 心 で、 住 み よ い ま ち を つ く り ま す市民憲章 :

993-9300

　スプレー菊は洋菊の一種です。枝分かれして多
くの花をつけ、それがスプレー状に広がることか
らそう呼ばれます。全日本菊花連盟全国大会は全
国から菊作りの名人が集まり、部門別で花の美し
さや大きさなどを競います。室伏さんが同大会で
優勝したのは第 46 回、第 47 回大会に続き、３
回目です。
　室伏さんは友人に誘われて６年前に菊作りを始
めました。これまで様々な菊花大会に出品し賞を
受賞しています。大会に出品する菊は１鉢に３株

３月の休館日／３日㈪・
10日㈪・17日㈪・24日㈪・３1日㈪

ポピュラー音楽の祭典
と　き／３月22日㈯　17時～（開場▶16時30分）
ところ／大ホール
料　金／全席指定　予約券▶6,000円
　　　　　　　　　当日券▶7,000円
出�演者／美川憲一、

加 藤 登 紀 子、 コ
ロッケ、渡辺エリ、
高田利江ほか

すそのカルチャークラブ
バックヤード体験レポーター

　普段見られない文化センターの舞台裏を目前で
体験・鑑賞し、レポートで表現して館内に展示します。
と　き／３月 15 日㈯、16 日㈰
　　　　いずれも 13 時～ 15 時 30 分
ところ／大ホール・楽屋など
対　象／小学生～中学生とその保護者　
※小学生３年生以下は必ず保護者同伴
※未就学児は参加不可
定　員／ 30 人（先着順）
参加費／ 200 円

第49回全日本菊花連盟全国大会
スプレー菊部門優勝
室伏　勲 さん（久根）

植えられていて、それを２鉢出品します。しかし
実際に育てる菊は約 500 株にもなり、その中か
ら厳選して出品するそうです。
　室伏さんは菊作りを始めてから毎日パソコンに
その日の世話の内容などを記録しています。「日
記をつけることでデータを蓄積することができま
す。それがいい菊作りに繋がります。また、菊を
栽培している他の方のブログなど見て情報収集も
しています」と語る室伏さん。
　菊作りの苦労を聞くと「大会に出品する菊を栽
培するときは毎朝４時 30 分に水をあげます。夏
は夜明け前に水をあげないと水が温かくなってし
まい、根がダメになってしまいます。それに、ス
プレー菊は３株が同じ高さにしなければなりませ
ん。自分の出品したい菊がなかなか揃わないこと
もあり、苦労します」と語ってくれました。
　「 菊 中 心 で、 一 日 の ス ケ
ジュールが決まっています。
それが健康に繋がっているの
で、菊に感謝しています」と
笑顔で語る室伏さん。伊豆の
国市で開催される第 50 回大
会にも出品する予定で、入賞
が期待されます。
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を着用して、神
職の仕事に精励することを認めたものです。風折
烏帽子は、立烏帽子の頂

いただき

を筋違いに折りふせた烏
帽子のことで、狩衣着用の際に用いられました。
狩衣はもともと狩の際に用いられた服装ですが、
後に公

く
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の常用する略服となりました。
　神祇管領長上家は、京都の吉田家のことで卜
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は、
吉田神社の社務であることにちなんで家名を吉田
としました。神祇管領長上の称号を自称し、全国
の神社に対する支配を広げていきました。
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▲全国大会に
　出品した菊


